
ヨハネス･ブラームスの二重唱曲における「新しい道」

伊藤綾

はじめに

１９世紀において「Liedリート」とは，独唱とピアノのために書かれた芸術歌曲を指し，「合

唱」のジャンルにカテゴライズされていた重唱曲とは一線を画していた。プロの歌い手によっ

て演奏されることを目的とするリートに対し，重唱曲の多くは，当時ブルジョワジーに普及し

ていたアマチュアによる演奏と鑑賞が目的の「家庭音楽」として書かれた。

そのような時代に，ヨハネス・ブラームス（JohannesBrahms,1833-1897）は，フランツ・

シューベルト（FranzSchubert,1797-1828)．フェリックス・メンデルスゾーン（Felix

Mendelssohn,1809-1847)，ローベルト・シューマン（RobertSchumannl810-l856）といった

歌曲作曲の先人たちとは比較にならないほど多くの重唱曲（二重唱20曲，四重唱60曲）を作曲

しただけでなく，このジャンルの芸術的地位を引き上げた。

ブラームスの重唱曲の多くは,民謡ふうの詩をテクストし，有節形式的に書かれているため，

一見，素朴で平易な音楽にみえる。しかしその内実は，豊かなテクスト描写と熟考を重ねた楽

曲構造により，アマチュアが演奏を楽しむレヴェルをはるかに上回っている。

それにもかかわらず，彼の重唱曲はこれまで研究対象として取り上げられることが少なく，

参考文献も乏しい。このことは，独唱曲よりも重唱曲は芸術作品として下位に位置付けられて

きた歴史と無関係ではあるまい。

したがって本研究では，ブラームスの二重唱曲全20曲のテクストと音楽構造の関係からその

独自性を具体的に明らかにしていきたい。

1．ブラームスの二重唱曲の作曲期間とその背景

ブラームスは二重唱曲を1852～1862年（作品２０，２８，６１）と1873～1878年（作品66,75）の

ふたつの時期に集中して作曲している（表ｌ参照)。基本的には作品番号と作曲および出版年

の順番は一致するが，《ソプラノとアルトのための二重唱Ｄ"α彪〃γｓｏｐｍ〃〃"ｄＡ〃”/

B理”"ｚｇｄ'ｓＰ”Q/bγ"》（作品61）に限っては1852～1874年までの幅広い年代の作品を集め

て歌曲集として出版している。

キーワード：ヨハネス・ブラームス，二亜唱曲．ドイツリート
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Ｉ薄いアミカケは民謡詩を，濃いアミカケは対話形式のテクストを表す。

11Ａ：ふたつの声部が常に一緒に歌う古典的な重唱スタイル，Ｂ：各々の声部が交互に歌う対話スタイル，

Ｃ：前半はＢ，後半はＡのスタイルで歌うもの。
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xJosefWenzig（1807-1876）

瓢KlausGroth（1819-1899）

xmLudwigH61ty（1748-1776）

鮒剛Kal･lAugustCandidus（1817-1872）

x瀞ＡｃｈｉｍｖｏｎＡｍｉｍ（1781-1831）とClemensMariaBrentano（1778-1842）は民謡詩集『少年の臓法の角

簡DesKnabenWunderhorn』（1806.1808）を編纂。作品66の第51111と作品75の第２IMIのテクストは，

いずれもこの民謡詩集から採用されている。

xvWillibaldAlexis（1798-1817）
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表１ブラームスの二重唱曲の成立年と構造’
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各作品の作曲の背景や初演の様子の詳細はほとんど分かっていないが，それぞれの時期は，

ブラームスが声楽曲を集中して作曲していた時期と一致する。

作曲の背景として，たとえば《ソプラノとアルトのための３つの二重唱Ｄ〃/Ｄ""〃〃γ

ｅｊ"ｇＳｏｐｍ〃〃"ｄｅｊ"ｅＡﾉ応”腕ｅ”tBcgﾉe”》ｚｇｄｅｓＰ”Q/bγ舵》（作品20）に関しては，１８５８

年の夏にケッテインケンで知り合い，結婚まで考えたアガーテ・フォン・ジーボルト（Agathe

vonSiebold,1835-1909）との「不幸な恋愛関係」が影響している'と見る向きもあるがそれ

を証明する具体的な資料は存在せず，憶測の域を出ない。

先にも触れたように，この時代の二重唱曲は一般的に「家庭音楽」として作曲され，楽譜を

出版・販売し・収入を得る手段として作曲されているものが多い。ブラームスの場合も，この

ような目的が全く無かったとは言い切れまい。しかしその一方で，「家庭音楽」の域を逸脱し

た作品があるのも事実である。したがって，本稿では作曲背景を考慮に入れず，各作品のテク

ストおよび楽曲構造からのみ，その特色について考察していきたい。

２．テクストの特徴

ブラームスが二重唱のテクストとして採用した詩に注目すると，《ソプラノとアルトのため

の３つの二重唱》（作品20）がすべて民謡詩であることを除き，すべての曲集において芸術詩

と民謡詩が混在している。ただし，その比率はまちまちである（表ｌ参照)。芸術詩としては

１８世紀後半から19世紀にかけて活躍した９人の詩人の作品が，民謡詩としてはドイツのみなら

ず，イギリス，イタリア，ボヘミア，スコットランドと様々な地域のものが採用されている。

テクストとして採用された詩の形式に注目すると，民謡詩と芸術詩の区別なく，一人称で書

かれているものと，二者の会話形式で書かれているものに二分できる。得てして会話形式の詩

は民謡ふうの雰囲気を醸し出すが，芸術詩全ll篇のうち４篇はこの形式で書かれている。とく

に最後の二重唱曲集である《バラードとロマンスBZzﾉ“e〃〃"ｄＲｏ"2α"ze〃/iiiγzzUej

Si7zgs””e〃加〃Ｐね"q/bγ蛇》（作品75）は．全４曲中３曲が会話形式の民謡詩であり，残る

唯一の芸術詩もまた．会話形式で書かれている。

ここから，ブラームスは二重唱のテクストとして，民謡詩あるいは民謡ふうの会話形式で書

かれた芸術詩を好んで採用していることがわかる。

３．楽曲構造

歌曲の形式は大きく分けて有節形式と通作形式に分けられ，民謡は通常，第１詩節に与えら

Finscher:１５３．

353



国際文化学部論集第18巻第４号（2018年３月）

れた旋律を，以降の詩節においても繰り返す有節形式で書かれている。ここから，ブラームス

の「民謡ふう」の二重唱曲も有節形式で書かれていることが予想されるわけだが，実際に完全

な有節形式で書かれたものは，２０曲中１曲しか存在しない｡２

基本的には有節形式で書かれているものの，繰り返しの度に多少の変化が見られる変形有節

形式が８曲，旋律がテクスト内容に合わせて常に移り変わっていく通作形式で書かれたものも

８曲ある。ただし，通作形式は８曲中５曲がA-B.A'の三部形式で書かれており3,残りの３曲も．

第１詩節で用いた旋律を時折回帰させることにより，有節形式的な旋律の反復を印象付けてい

る。

また，《アルトとバリトンのための二重唱曲Ｄ”"〃γＡ〃〃"ｄＢＩｚγ伽〃”rB2g左i"729．'ｓ

Ｐ”q/b唯》（作品28）の第３曲と，《ソプラノとアルトのための二重唱Ｄ”"〃γＳ””〃〃"ｄ

Ａ〃”tBGg鯉加増ｄｇｓＰ”q/もγ舵》（作品66）の第１，４曲においては，一方の声部が変形有

節形式，もう一方の声部が通作形式という複雑な構造が用いられている。しかも，作品66第４

曲のアルト声部では，前半の第１，２詩節は全く同じ旋律を反復することにより有節的に，後

半の第３，４詩節は各々に新しい旋律を与えることにより通作的に書かれている。

以上のことからブラームスは，二重唱曲において「民謡ふう」に聞こえるような「旋律の反

復」を意識してはいるものの，実際の民謡や一般的な「家庭音楽」としての単純な楽曲構造と

は，明らかに一線を画した複雑な構造を用いているといえよう。

４．ブラームスの二重唱曲に見られる３つの歌唱スタイル

次に，ブラームスが二重唱曲に用いた歌唱スタイルに注目したい。ブラームスの二重唱曲は，

A､ふたつの声部が常に一緒に歌う古典的な重唱スタイル，Ｂ・各々の声部が交互に歌う対話ス

タイル．Ｃ､対話の部分とふたつの声部が一緒に歌う部分の両方を併せ持つスタイル，という

３つのタイプに分けられる。

表ｌから，ブラームスの二重唱曲の多くはＡのスタイルで書かれており，とりわけ一人称

のテクストに対しては，必ずＡのスタイルを用いていることがわかる。唯一《アルトとバリ

トンのための二重唱》（作品28）の第３曲は一人称のテクストであるにも関わらずＣのスタイ

ルで書かれているが，このスタイルはＡとＢの合体形であるため，「一人称のテクストにＡ

のスタイルを用いる」という法則から大きく外れてはいない。

とはいえ，一人称で自然情景を愛と照らし合わせて描写しているテクストの，第１詩節と第

２詩節がそれぞれ別の歌い手によって歌われ，最後にふたりが同時に，しかも別々のテクスト

(アルトが第１詩節，バリトンが第２詩節）を歌うという構造は特殊である。

２完全な有節形式は《ソプラノとアルトのための３つの二重唱》（作品20）第２曲のみ。

３作品20の第１曲，作品61の第３曲．作品66の第３曲作品75の第２，３曲。
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一方で，対話形式のテクスト（表ｌの濃いアミカケ）に対しては，作品28の全４曲と作品７５

の全３曲でＣのスタイル，作品66の第４曲と作品75の第１，２，４曲でＢのスタイルを用い

ている。二者がお互いに対話をしながら物語を進行させていくこれらのスタイルは，より劇的

な雰囲気を生み出す。また，このスタイルには両者が一緒に歌う部分が全く無ため，「重唱」

とは言うものの，独唱的色合いが強い。

そのためか，ブラームスは当初，どのスタイルで書いた曲に対しても「二重唱」という言葉

を曲集の題名に用いていたが，対話形式で書いた最後の二重唱曲集作品75には《二声のための

バラードとロマンス》4という新しい呼び名を採用している。

また．Ｂのスタイルは後半の時期に書かれた歌曲集から登場し始めることから，ブラームス

は二重唱のジャンルにおいて，この「ふたりの独唱」に新たなスタイルとしての興味を持つよ

うになったのではないかと推測できる。

５.二重唱曲として歌われる独唱曲

これまでブラームスが「二重唱曲」として作曲した作品に注目してきたが，ブラームスの

リートの中には，「独唱曲」として作曲されたにも関わらず，重唱曲として演奏される作品が

存在する。

たとえば1881～1882年にかけて作曲され，1882年に出版された《一声または二声のためのロ

マンスとリートＲＯ加α"ze〃z"ｚｄＬ"d2γ〃γｅ/"ｇＯｄｇγｚ"C/S"〃”〃”tBegﾉｾﾉ”ｚｇｄｅｓ

Ｐ”q/bγ舵》（作品84）は，タイトルに「一声または二声のための」と記されているものの，「ブ

ラームス全集.ﾉｂｈα""ｅｓＢｍｈ〃sGesa柳”"sgzzM（1996）では「独唱曲」に分類されている。

この歌曲集のテクストには，先に取り上げた二重唱曲と同様，芸術詩と民謡詩の両方が存在

するが，いずれも「母」と「娘」（第１～３曲）や「彼」と「彼女」（第４，５曲）の対話が交

互に現れる対話形式の詩である（表２参照)。また，全５曲には声種の指定が無く，基本的に

すべての曲はシューベルトの《魔王》（作品ｌ）と同様，ひとりで複数の登場人物を歌い分け

るように書かれている。しかし実際には，男女の対話である第４，５曲を二重唱で歌う演奏も

少なくない。

この歌曲集において，ブラームス自身がふたりで歌う可能性を直接楽譜に示唆したのは，第

５曲のコーダ部分と歌曲集のタイトルにおける「一声または二声の」という表現のみである。

つまりこの歌曲集は，全集上は「独唱曲」に分類されてはいるものの，実際には作曲家自身に

４「バラードballade」は「故事・伝説などを題材とする近代の詩形。物語詩。諏詩｡」（広辞苑第６版）「ロ

マンスromance」は「１８～１９世紀にフランス・ドイツなどで流行した拝情的感傷的な物語を歌う有節詩

と歌曲｡」（同上）とされるが．ブラームスの場合，有節形式という特徴は採用せずに．「物語」という

意味のみを題名として採用したと考えられる。
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よって独唱曲と重唱曲の境界線が峻味にされている，新しいスタイルの「リート」であるとい

えよう。

それだけではない。ブラームスが，滅びゆくドイツ民謡を復活させようと，生涯を通じて収

集・編纂に勤しんだ集大成である《ドイツ民謡集Dez侭ｃｈｅＶｂＺﾙs蛇dgγ､ＭＩｒＣ"zﾉｊeγ‐

B“e"z"119》（WoO33）に至っては，明らかに「独唱曲」として書かれているにも関わらず，

男女の対話形式のテクストを持つ1111が，演奏会の場ではたびたび二重唱で歌われている。例え

ばこの民謡集の第２集第12曲のく可愛い人，裸足で来ないで”"s"g6Cﾉｾe",”ｓｏ"si〃ziγ

"icht6α”β９９ﾙ"〉のテクストは，若者と少女の対話から成っており，これをそれぞれ男女の

歌い手が歌い分ける演奏は多々見られる。

つまり，ブラームスの歌曲においては，作曲家本人は独唱曲として書いたにも関わらず，演

奏者が二重唱曲として歌うという興味深い現象が起きているのである。５

おわりに

１

，w‘薄いアミカケは民謡詩を，淡いアミカケは対話形式のテクストを表す。

:wmHansSchmidt(1856-1923）

xv耐第５IMIのみ，コーダ部分の「彼女」の旋律に「彼」の旋律を簸ねて歌う可能性も小さな音符で示唆さ
れている。

x鯉AndreasKretschmer(1775-1839)とAntonWilhelmvonZuccalmaglio（1803-1869）は，ここで用いら
れている「ライン下流地方の民謡」が含まれる『原曲の旋律を含むドイツ民謡DeutscheVolkslieder
mitihl･enOriginal-Weisenjを1840年に出版。

国際文化学部論集第１８巻第４号（2018年３月）

表２《一声または二声のためのロマンスとリート》の成立年と構造xⅥ

°このような演奏者による「読み粋え」がいつ頃から行われるようになったのかは，現在の時点では不明
である。

６若きブラームスの才能に惚れ込んだシユーマンは，自身が創刊した音楽雑誌『新音楽時報』（1853年1Ｃ
月28日付）に「新しい道」と題したエッセイを書き．当時，作曲家としては全くの無名であったブラー
ムスを世に紹介した。

以上の分析と考察から，ブラームスの二重唱曲におけるふたつの「新しい道｣6が浮かび上

がってくる。

ひとつは対話形式の二重唱IMIを「デュエット」とは区別するようになり，新しい二重唱曲の
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ヨハネス・ブラームスの二重唱曲における「新しい道」

スタイルとして扱っていたことである。「デュエット」という言葉はふたりの歌い手が一緒に

歌うことを前提としてしまうが，ブラームスはふたりが一度も一緒に歌わないスタイルによ

り，劇的な効果と緊張感を生み出す二重唱曲も普いた。さらにはこのスタイルに「バラードと

ロマンス」という新しい名称を与えることにより，二重唱曲というジャンルの発展の可能性を

探ったと考えられる。

そしてもうひとつは‘独唱か二重唱かを限定しない新しい「リート」を書いたことである。

ふたりが一度も一緒に歌わない「バラードとロマンス」の発展形として，ブラームスは《一声

または二声のためのロマンスとリート》（Op､84）を書いたのではないだろうか。このことは両

者の題名に共通する「ロマンス」という言葉からも推測できよう。この歌曲集において歌曲の

歌唱スタイルが作曲者によって限定されずに，演奏者に委ねられるという新しい道が切り拓か

れた。しかもこの道は，明らかに独唱曲として書かれた作品を演奏者が任意で二重唱曲として

歌うという，作曲者自身が意図していなかった枝道をも切り開くことに繋がったのである。
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